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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）におけるわが国経済は、４月の消費

税増税に伴う駆け込み需要の反動減が懸念されたものの、政府の打ち出すさまざまな経済再生政策、いわゆるアベ

ノミクスによる円安・株高を背景に、企業の景況感も徐々に持ち直しつつあるように見受けられます。一方で、地

政学リスク増大への懸念、円安の進行に伴う輸入価格の上昇等の景気押し下げ要因もあり、尚、先行きの不透明感

は残る状況となりました。

 当社グループの属する防災業界におきましても、民間設備投資は、景況感の持ち直しを背景に強含んでおり、公

共投資についても底堅く推移しているものの、電力料金の値上げ、原材料価格の上昇、とりわけ労働市場の逼迫等

の影響もあり、先行きへの懸念は払拭できませんが、政府の打ち出す新成長戦略のもと、一段の景気上昇への期待

感は高まっているように見受けられます。

 このような経済状況のもと、当社グループは、引き続き、消火・防災に関わる総合防災企業としての立ち位置を

強化しつつ、積極的な営業活動を推進してまいりました。また、各種消火・防災設備、消火器、消防自動車の製造

そしてそれらのメンテナンスを通じて、世の中に安心・安全を提供し、より良質な社会インフラを構築するという

社会的使命を果たすべく、社会全体の防災意識が益々高まるなか、環境に配慮した消火・防災製品、システム作り

にもグループ一丸となって注力しております。

 このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は19,118百万円（前年同期比891百

万円減少）となりました。利益につきましては、工事原価・工場原価の圧縮、経費の削減に努めましたが、メンテ

ナンス事業の売上減に伴う総利益の減少を賄いきれず、営業利益305百万円（同311百万円減少）となりました。経

常損益につきましては、経常利益302百万円（同275百万円減少）となりました。また、四半期純損益につきまして

は、四半期純利益156百万円（同131百万円減少）となりました。

 なお、当社は、平成26年10月１日付で、沖電気防災株式会社を100％子会社化いたしました。当社グループは、

煙・熱を感知し、報知する自動火災報知設備から消火設備、消火器、そして消防自動車まで、消火・防災にかかる

すべての製品・システム・サービスを提案、設計、提供し、お客様の防災に関わるすべてのニーズにワンストップ

で応えることができる“真”の総合防災メーカー、エンジニアリングカンパニーとして、その立ち位置を強化し、

差別化戦略を具現してまいります。

 当社グループは、各種消火防災設備の設計・施工・保守点検、消火器及び消防自動車の製造・販売、防災関連用

品の仕入・販売等、幅広く防災にかかわる事業を行っており、単一セグメントであるため、業績については営業種

目別に記載しております。

 営業種目別の業績は、次のとおりであります。

 

① 防災設備事業

 当第３四半期連結累計期間は、大型商業ビル等の新築案件、リニューアル案件が旺盛であったこと等により、売

上高は10,716百万円（前年同期比242百万円増加）となりました。売上総利益につきましては、2,066百万円（同

285百万円増加）となりました。

② メンテナンス事業

 当第３四半期連結累計期間は、改修・補修工事案件にかかる引き合いは継続してあり、その掘り起こしも積極的

に進めました。一方で、新たにガス系消火設備等の消防機器点検基準が告示基準化され、安全性にかかる点検の実

効性の向上が図られたものの、点検期限が従前よりも長く規定されたことを受け、当該点検作業の先送りがみら

れ、受注が大きく落ち込んだこと等により、売上高は3,831百万円に止まり（同529百万円減少）、売上総利益も

1,368百万円（同384百万円減少）となりました。 

③ 商品事業

 当第３四半期連結累計期間は、前年度が、平成23年４月より施行された消火器点検基準の法令改正に伴う猶予期

間の最終年度だったこと、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減がみられたこと等により、売上高は3,804

百万円（同405百万円減少）となりました。売上総利益は、消火器製造にかかる工場原価の低減努力効果は見えつ

つあるものの、競争の激化による市場価格の低下が顕著となったこと等により、371百万円（同114百万円減少）と

なりました。

④ 車輌事業

 当第３四半期連結累計期間は、完成車の納車の進捗が前年度ほどには進まなかったことにより、売上高は765百

万円（同198百万円減少）となりました。売上総利益につきましては、73百万円（同127百万円減少）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、19,294百万円（前連結会計年度末比2,232百万円減少）となりまし

た。

 流動資産は、14,496百万円（同2,872百万円減少）となりました。主な内容は、現金及び預金1,665百万円（同

1,945百万円減少）、受取手形、売掛金及び完成工事未収入金9,487百万円（同1,847百万円減少）、未成工事支出

金786百万円（同589百万円増加）等であります。

 固定資産は、4,797百万円（同639百万円増加）となりました。主な内容は、有形固定資産1,667百万円（同421百

万円増加）、のれん1,650百万円（同93百万円減少）、投資その他の資産1,287百万円（同317百万円増加）等であ

ります。

 負債合計は、11,668百万円（同1,961百万円減少）となりました。

 流動負債は、9,451百万円（同1,559百万円減少）となりました。主な内容は、支払手形、買掛金及び工事未払金

5,661百万円（同1,009百万円減少）、未払法人税等3百万円（同457百万円減少）等であります。

 固定負債は、2,217百万円（同402百万円減少）となりました。主な内容は、社債240百万円（同160百万円減

少）、長期借入金571百万円（同163百万円減少）、役員退職慰労引当金83百万円（同40百万円減少）等でありま

す。

 純資産合計は、7,625百万円（同271百万円減少）となりました。沖電気防災株式会社を完全子会社化したことに

より、資本剰余金3,338百万円（同40百万円減少）、少数株主持分は前連結会計年度末比268百万円減少となりまし

た。配当金の支払232百万円及び四半期純利益156百万円を計上したこと等により、利益剰余金が3,767百万円（同

53百万円減少）となりました。これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は39.5％となり

ました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成26年５月13日の「平成26年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の業

績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率

を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半期連

結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しており

ます。

 この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が4,826千円減少し、利益剰余金が21,517千円増

加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

  （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、第

１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。）を適用

し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取

得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間

の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日

の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が40,673千円減少しております。なお、当第３四半期連結累

計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,611,253 1,665,944 

受取手形、売掛金及び完成工事未収入金 11,334,971 9,487,490 

商品及び製品 894,852 915,532 

仕掛品 235,114 486,918 

原材料及び貯蔵品 665,340 620,361 

未成工事支出金 196,870 786,576 

繰延税金資産 289,782 144,340 

その他 153,257 399,000 

貸倒引当金 △12,428 △9,625 

流動資産合計 17,369,012 14,496,539 

固定資産    

有形固定資産 1,246,745 1,667,756 

無形固定資産    

のれん 1,743,768 1,650,352 

その他 197,523 192,234 

無形固定資産合計 1,941,292 1,842,586 

投資その他の資産 970,296 1,287,653 

固定資産合計 4,158,334 4,797,996 

資産合計 21,527,347 19,294,536 

負債の部    

流動負債    

支払手形、買掛金及び工事未払金 6,670,237 5,661,184 

短期借入金 2,200,000 2,450,000 

1年内償還予定の社債 160,000 160,000 

1年内返済予定の長期借入金 302,400 304,400 

未払法人税等 460,691 3,330 

未成工事受入金 178,199 196,321 

賞与引当金 419,765 118,323 

役員賞与引当金 21,692 8,117 

完成工事補償引当金 30,170 30,131 

修繕引当金 8,540 3,160 

その他 558,441 516,101 

流動負債合計 11,010,138 9,451,069 

固定負債    

社債 400,000 240,000 

長期借入金 735,100 571,300 

役員退職慰労引当金 124,300 83,552 

修繕引当金 31,149 34,789 

退職給付に係る負債 905,409 871,531 

その他 424,286 416,562 

固定負債合計 2,620,245 2,217,735 

負債合計 13,630,383 11,668,804 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 418,262 418,262 

資本剰余金 3,378,993 3,338,320 

利益剰余金 3,821,606 3,767,929 

自己株式 △304 △304 

株主資本合計 7,618,558 7,524,207 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 48,714 129,835 

退職給付に係る調整累計額 △39,143 △28,311 

その他の包括利益累計額合計 9,571 101,524 

少数株主持分 268,833 － 

純資産合計 7,896,963 7,625,731 

負債純資産合計 21,527,347 19,294,536 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 20,009,994 19,118,256 

売上原価 15,789,943 15,238,877 

売上総利益 4,220,050 3,879,379 

販売費及び一般管理費 3,602,556 3,573,440 

営業利益 617,494 305,939 

営業外収益    

受取利息 1,537 1,784 

受取配当金 10,292 12,109 

受取保険金 7,844 8,632 

その他 4,832 10,765 

営業外収益合計 24,506 33,291 

営業外費用    

支払利息 30,258 24,741 

為替差損 7,259 3,272 

支払手数料 9,276 － 

持分法による投資損失 4,398 8,721 

事務所移転費用 12,996 － 

その他 74 86 

営業外費用合計 64,263 36,822 

経常利益 577,737 302,408 

特別利益    

固定資産売却益 － 31 

特別利益合計 － 31 

特別損失    

固定資産除売却損 2,240 9,011 

特別損失合計 2,240 9,011 

税金等調整前四半期純利益 575,496 293,428 

法人税、住民税及び事業税 97,389 14,550 

法人税等調整額 183,142 103,559 

法人税等合計 280,531 118,109 

少数株主損益調整前四半期純利益 294,965 175,319 

少数株主利益 6,246 18,417 

四半期純利益 288,718 156,901 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 294,965 175,319 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 30,767 81,120 

退職給付に係る調整額 － 10,832 

その他の包括利益合計 30,767 91,952 

四半期包括利益 325,733 267,272 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 319,486 248,854 

少数株主に係る四半期包括利益 6,246 18,417 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年10月１日付で、連結子会社である沖電気防災株式会社の株式を追加取得し、完全子会社化いたし

ました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が40,673千円減少し、当第３四半期連結会計期間

末において資本剰余金が3,338,320千円となっております。 
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